
 

 

 

 

 

 

有終の美を飾ろう 

3年生の各教室には、

この時期、卒業までの日

数を書いたカウントダウ

ンの日めくりが掲示され

ます。およそ一月前から

始まった日めくりも、残

りわずかとなりました。3年生にとって南が丘中学校で友達とともに過ごす日は、今日と卒業式当

日を含め、あと9日となります。これまで気にも留めずにしてきたことが、中学校生活最後の〇〇

となります。8日（火）は、「中学校生活最後の給食」です。義務教育最後の給食としてしっかり

と味わってください。ちなみに3月4日（金）は、卒業お祝い献立です。お楽しみに。 

まん延防止等重点措置が解除されるのか、されないのか判断が待たれるところですが、いずれ

にせよ、感染症への対応を継続する中で卒業式を迎えることになります。今年も卒業生、保護者

の皆さま、学校職員のみによる式となり、在校生や地域の皆さんとともに卒業をお祝いすること

ができず、たいへん残念に思っています。在校生は立ち会うことはできませんが、中学校生活の

節目として、送る側も、送られる側も、「ありがとう」という感謝の思いをもってその日を迎えて

ほしいと思います。感謝の気持ちを言葉にして伝えられるといいですね。 

新しい年度に向け、卒業生だけでなく、全校生徒一人ひとりが「有終の美」

を飾れるよう、一日一日を大切に過ごしていきましょう。 

今年も 3 月 11 日がやってきます 

記憶にはないかもわかりませんが、1、2、3年生が、およそ 2歳、3歳、4歳の時、2011年 3月

11日午後 2時 46分、東北沖で国内観測史上最大のマグニチュード 9.0の地震が発生しました。東

日本大震災から今年で 11年目を迎えます。今年は卒業式当日がちょうどその日に当たります。コ

ロナ禍の中、卒業式が実施できることに感謝しながら、亡くなられた方々のご冥福を心よりお祈

りしたいと思います。 

 ←これは、谷川俊太郎さんの「そのあと」という詩です。

この詩を読むたびに、生きていることの素晴らしさと、生き

ることの厳しさを同時に考えてしまします。感染症との闘い

が続く今、「そのあと」だけでなく「今をどう生きるか」が一

人ひとりに問われているように思います。3月 11日は、「当た

り前の幸せ」を大切にする日にしたいものです。 

 谷川さんは、小学校の国語で習った？「生きる」という詩
（「生きているということ いま生きているということ」で始まる詩）
の作者でもあります。他にも「スイミー」や「ピーナッツ」
（スヌーピー）などの翻訳家、絵本作家などとしてたくさん
の作品を出しています。 

 また、昨年 11月に愛知県弥富市内の中学校でおきた痛まし

い事件の際には、その翌々日の中日新聞の朝刊「中日春秋」

に谷川さんの「くりかえす」という詩の一部が引用されてい

ました。（避難訓練でも紹介しました。覚えていますか？） 

私たちは、間違いや後悔をくり返しながらも毎日を生き、成長していきます。ただ、世の中には、

くり返してはいけないこと、くり返すことができないものがあることを自覚しなければなりません。
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「そのあと」 谷川俊太郎 
そのあとがある  
大切なひとを失ったあと  
もうあとはないと思ったあと   
すべてが終わったと知ったあとにも 
終わらないそのあとがある   
 
そのあとは一筋に  
霧の中へ消えている  
そのあとは限りなく 
青くひろがっている   
 
そのあとがある  
世界に そして  
ひとりひとりの心に 



改めて、人の命をくり返すことはできない。人の命は大

事だとくり返し子どもたちに伝えていかなければなり

ません。 

平和学習で学んだ（学ぶ）広島の平和公園の慰霊碑に

は「あやまちは繰り返しませぬから」とつづられていま

す。あやまちをくり返さないことは、過去を嘆くことで

はなく、未来への責任を負うことです。命はくり返せな

いとくり返すことは、未来の自分への責任であり、私が

出会っている、これから出会う人たちの未来への責任で

す。叶えたい夢を描きながらも、私たち一人一人が果た

さなければならない未来への責任とは何かを考えなが

ら、3月 11日を迎えてほしいと思います。 

R３年度全国体力･運動能力、運動習慣等調査について 

前号に続いて、全国体力・運動能力等調査についてお伝えします。この調査では、運動習慣等

についても調査を行っており、今回はその結果について、一部を紹介させていただきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「くり返す」 谷川俊太郎 
くり返すことができる 
あやまちをくり返すことができる 
くり返すことができる 
後悔をくり返すことができる 
だがくり返すことはできない 
人の命をくり返すことはできない 
けれどくり返さなければならない 
人の命は大事だとくり返さねばならない 
命はくり返せないとくり返さねばならない 
 
私たちはくり返すことができる 
他人の死なら 
私たちはくり返すことはできない 
自分の死を 

左のグラフは、「運動やス

ポーツをすることが好きで

すか。」という問いについ

ての回答状況です。 

下のグラフは、「ふだんの 1週

間について、体育の授業以外

で、運動やスポーツを 1日どの

くらいの時間していますか。」

についての回答状況です。 
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運動やスポーツが好きと答えた理由については、半数以上の

生徒が、「体を動かすことが好き」「すっきりした気分になる」

「友達や仲間と一緒に活動できる」と答えています。 

その他、本校の生徒について、「物事を最後までやり遂げうれ

しかったことがある」「難しいことでも失敗を恐れないで挑戦

している」と答えた生徒の割合が全国に比べ高く、「自分には良

いところがある」という項目では、「当てはまる」と答えた生徒

が、男子では 24.6％（全国比－10.9％）、女子では 25.0％（同

＋1.9％）といった状況が見られました。 

体力・運動能力の向上は、生涯にわたる健康の維持・増進や、

自立した活動的な生活につながります。引き続き、生徒一人ひ

とりの状況に応じた運動習慣や生活習慣の改善、体力・運動能

力の向上に向けた取り組みを進めていきたいと考えています。 

卒業メッセージの放映 
津市 PTA 連合会の取り組みとして、

市内小中学校から募集した卒業メッセ

ージを、45分の動画として ZTV で放映

していただきます。本校では 3 年生に

よる校歌の斉唱にのせて思い出となる

写真をスライドショーにしました。下

記の日時に「想いよとどけ！卒業メッ

セージ」として ZTV で放映されますの

で、ぜひご覧ください。 

令和 4年 3月 12日(土) 10:15～11:00 

令和 4年 3月 19日(土) 10:15～11:00 

※本校は 14 番目に流れます。 

http://ednet.res-edu.ed.jp/c-minamigaoka/

